
JP-MIRAI 設立５周年記念イベント
「これからの外国人労働者の受け入れを考える」

NPO法人日越ともいき支援会

代表理事 吉水慈豊



「命と人権を守り ともに生きる社会の実現をめざす」

ベトナム人の未来と権利を守るための支援活動

日本で劣悪な環境に置かれているベトナム人技能実習生や特定技能、留学生の数は急速に増加しています。
住居の確保、日本語教育、さらには労使交渉にまで活動は広がり、各々の解決を目指しています。
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代表理事 吉水慈豊

浄土宗僧侶

ベトナム人技能実習生、留学生などが若くして命を落と

すことに憤りを感じ、2014年より命と人権を守る活動を

行う。支援活動は相談の枠を超え、住居の確保、労使交

渉にまで及ぶ、コロナ禍約3万人の困窮在留外国人の支

援を行う。ベトナム人の命と人権を守る活動を通して、と

もにいきる社会の実現を目指している。

日越ともいき支援会とは
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◼ 1965年頃、代表の父はベトナム戦争中に留学支援のため来日したベトナム
人僧侶たちを支援していました。日本とベトナムを往復し、彼らの身元保証
人となって、日本語学校・生活・大学進学などをサポートしました。その活動
はお寺としての支援の礎を築き、50年以上にわたる交流と信頼の始まりとな
りました。

◼ 戦火の中で危険な状況にあった若者を救ったその志は、現在も受け継がれ、
ベトナムの発展を支える精神的基盤として、布教や支援活動の中に生き続
けています

日越ともいき支援会とは

父が始めた、お寺としてのベトナム人僧侶の支援
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◼ 2019年、港区の寺に155名のベトナム人の位牌が並べられ、日本で多くの若いベトナム人が命を落として
いる現実に強い衝撃を受け、団体を発足。

◼ 技能実習生や留学生として来日した彼らは、過酷な労働環境や生活困難に直面し、時には命を失うまで
に追い込まれています。私たちは、こうした悲劇が二度と繰り返されないよう人道支援活動に尽力。

◼ ベトナム人の命と人権を守るをモットーに、不当に扱われるベトナム人の救済、ベトナム人の日本への悪
い印象を払拭し、日本で働いて良かった、働き続けると思える日本へ、共に生きる社会の実現を目指す。

日越ともいき支援会の設立背景

日本で暮らすベトナム人の命と人権を守る



支援者数（2025年度）

保護・住居支援人数 １１９名

SNS相談者数 111,289名

日本語教室参加者数 ８９１名

妊産婦支援数 28名

就労継続支援 190名

帯同支援者数 339名

帰国支援者数 7名

勉強会参加数 121名
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日越ともいき支援会とは
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取り組み

私たちの支援活動 
・法的支援／生活支援／転職支援 
・弁護士・行政書士・自治体・企業と連携

早期発見、適切な支援、制度改善を推進する

→→安心して・不自由のない生活、働ける再出発の場へ

多くの若者が「家族を支えたい」
「より良い未来を築きたい」という
思いから日本での就労を希望しま
す。

しかし現地では、仲介業者（ブ
ローカー）を通じて手続きが進めら
れ、高額な手数料や保証金を支
払うために借金を抱えるケースが
ほとんどです。

経済的に追い詰められた状況の
中で、日本行きを「希望」として決
断し、借金返済のために働かざる
を得ない構造ができあがっていま
す。

こうして来日した時点で、すでに多
くの人が負債と不安を背負い、日
本での生活を始めています。

・暴言・差別・孤立による精神的被害

・未払賃金・借金返済の負担による
金銭的困窮

・長時間労働・劣悪環境による身体
的疲弊

日本へ入国
制度の抜け穴・狭間 精神的・金銭的

・身体的被害 困窮

失踪・犯罪

適正雇用

技術の向上
日本語の向上
貯金・家族への仕送り

キャリア形成
社会参加
不自由のない生活

適正な送り出し機関

悪質なブローカー

日本では、技能実習や特定技能など外国人を受け入れる制度が整備されていますが、現場では制度の想定を超え、支援が届かない人々が多く存在し
ます。特にベトナム人労働者の中には、借金や情報不足、言語の壁から孤立し、深刻な困難を抱える人も少なくありません。私たちは、こうした制度の
狭間にいる人々に寄り添い、再出発を支援するとともに、共に生きる社会のあり方を問い続けています。

在留外国人の受入れから就労までの過程・支援の流れ

技術向上・日本語向上

貯金・家族への仕送り

キャリア形成

安心して・不自由のない
生活へ

日本へ入国 技能実習・特定技能・技人国など

適正な受け入れ 制度の抜け穴・狭間

多額借金
不当解雇
賃金不払い
妊産婦不当解雇
強制帰国
退職勧奨
セクハラ
パワハラ

など

SNSによる情報発信 一時的保護・生活支援

就労先確保 日本語学習支援

帯同支援 勉強会の開催

妊産婦支援 帰国支援

失踪・犯罪へ

8つの支援活動

救済・支援
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生活・法律相談、通訳、住居支援、労働問題対応

活動内容

生活支援 通訳支援 労使問題解決

生活困窮者や、失職者への生活
支援。安全を確保した上で詳細
な聞き取りを行い、困窮状態から
脱却するための次のステップに
繋げる

日常的な日本語がわ
かっていても、役所、
医療機関での専門的
な日本語が飛び交う場
所では、孤立する部分
がある。それらの若者
に対して、安心・信頼・
関係性を築くための
「心の橋渡し役」の通
訳を行う

専門用語で孤立する若者に寄り
添い、心をつなぐ通訳支援を行う。

労働組合と連携し、不当解雇や職
場での不当な扱いに直面するベト
ナム人の若者の権利回復を支援。
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無料日本語教室、SNSでの情報発信、通報代行

活動内容

SNSでの情報発信 住居支援 無料日本語教育支援

日本での日常的な情報をSNSで発
信し、相談の流入経路を作る

約5.6万人

約3万人 約6千人

言語・保証人・初期費用・契約更新や退去時トラブル、法的・文化的理解不足などで賃貸に困難を抱え、DV

や失業時の緊急避難・一時滞在支援が必要。安全な住居確保は健康・就労・学業の基盤となり、精神的安定
と地域定着を促進し、情報不足によるトラブル軽減や他支援効果向上に寄与する。

言語・保証人・初期費用・契約更
新や退去時トラブル、法的・文化
的理解不足などで賃貸に困難を
抱え、DVや失業時の緊急避難・
一時滞在支援

N3、N4の合格を目標とした日

本語教育の学習機会の提供を
行う。

会話から聴解、読解など幅広く
行う。

TikTok
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活動内容

SNS動画制作拡散事業：豊島区
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妊産婦・失踪者へのアウトリーチ支援

妊産婦支援 失踪者へのアウトリーチ支援

活動内容

失踪する状況
になる前に、支
援を行う。トラ
ブル対応、借金
問題、精神的・
健康的問題

在留資格への不安や言語・文化的ギャップなどが原因で
居場所を失い、連絡が途絶えるケースが多発しています。
失踪すると在留外国人の立場はさらに不安定になり、日
本で正当に就労する機会を失う可能性があります。また、
ビザが切れると不法滞在となり、長期間にわたり日本へ
の再入国が難しくなる恐れがあります。

就労の問題、企業との間に入り、産前産後休暇の取
得を支援

医療同行・多言語通訳支援で安心安全な出産準備を
行う。
物資提供で経済負担を大幅に軽減をする。

帰国して出産するなら、帰国支援を行い、出産後の
入国まで企業との間に入る

5000

6000

7000

8000

9000

10000

2020年 2021年 2022年 2023年

産前産後休暇の取得を支援

9,753人
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ともいき勉強会2025 広報活動

活動内容

学生との勉強会、文化交流・メディアと連携した広報活動



活動内容

緊急支援
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課題意識

私たちの活動を通じて見えてきたのは、個人の努力や一団体の支援だけでは限界があるという現実です。

根本的な課題は、制度そのものが「受け入れるための仕組み」で止まっており、「共に生きるための仕組み」に
なっていないことです。
法制度の運用、監理団体のあり方、受け入れ企業の意識、地域社会の理解――それぞれが変わらなければ、同
じ問題が繰り返されます。

私たちは、こうした課題を社会全体の問題として共有し、外国人と日本人が対等な立場で支え合える共生社会を
実現するために活動を続けています。
一人ひとりが安心して働き、暮らし、未来を描ける社会――その実現こそが、私たちの目指す「ともに生きる社会」
です。

『共生は理念ではなく、運用設計の問題である』

活動を通じて見えてきた現実

個人の努力や一団体の支援だけでは限界がある。問題の根本には、制度が
 “受け入れるための仕組み” のままで、“共に生きるための仕組み” になっていないという構造的課題がある。

外国人労働者を 「正しく」 受け入れるために、我々が変わらなければならないもの

法制度の運用

私たちの目指す未来

共生は理念ではなく、運用設計の問題です。困ったときに、誰が・いつ・どこで・どう動くかが決まっていなければ、共生は実現しま
せん。制度や言葉があっても、動く人と人をつなぐ仕組みがなければ、現場は救われないのです。一人ひとりが安心して働き、暮ら
し、未来を描ける社会。 それが、私たちの目指す 「ともに生きる社会」 です。

監理団体のあり方 企業の意識 地域社会の理解
制度が現場に十分届かず、

実効性が弱い
保護より利益が優先され、
機能不全が起きている

人として向き合わず、
意識不備が被害を生む

孤立を防ぐための理解と
つながりが不足している
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